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研究内容 

 

 心不全アフェレシス治療が重症心不全患者の液性免疫異常に対する有効な治療手段となりうることを、2000～

2017 年度に公的研究費を用いて、臨床的・基礎的に報告してきました。この研究過程で、心臓に対する自己免疫

異常が、予防循環器病学にも関連する可能性があることが分かり、今後は本学において研究継続の予定です。こ

れまでに北里大学薬学部の修士論文、博士論文の実験指導経験があります。具体的な今後の研究テーマは以

下のとおりです。心原性脳梗塞の原因となる心房細動は、病理学的には心房心筋炎であり、心電図所見が出る

前から心臓に対する自己抗体が検出される症例が存在します。さらに今後、顕性・不顕性を問わず様々なウイルス

感染症・免疫反応によって、心筋炎等どのような影響が心臓に長期的に出るかも慎重に見極めなければならないと

考えています。 
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